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0．はじめに

　中国語動詞のアスペクトに関する先行研究には，ヤーホントフ1957，耳庚

株1981，荒川1985，荒川1986，隊平1988，郭鋭1993などがある。

　そのうち，ヤーホントフ1957は動詞を非動作動詞と動作動詞（有限動詞，

無限動詞，状態の意味を有する動詞）の計4種類に分類している。また，隊平

1988は中国語の動詞の局面を分析する際に，static，　durative，　telicという概

念を用い，中国語の動詞をstate，　activity，　accomplishment，　complex　change，

simple　changeという5種類に分類している。しかし，この両者は動詞とア
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スペクト諸形式との関わりによって動詞を分類した研究ではない。そのた

め，例えば，ヤーホントフ1957は，有限動詞の概念と点動詞の概念とを区

別していない。また，隊平1988は，それぞれの動詞の中の局面間のつなが

りを考慮していないため，動詞は局面ごとに分類されることになり，一つの

動詞が複数の種類に分類されている。

　中国語動詞とアスペクト諸形式との関係によって動詞を分類した研究に，

弓庚株1981，荒川1985，郭鋭1993がある。

　耳庚株1981，荒川1985は，いずれも時間補語や“著”を用い，動詞のア

スペクチュアルな意味を分析している。しかし副詞“在”やアスペクト助詞

“ 了”と動詞との関わりについての考察はほとんどなされていない。郭鋭1993

はアスペクト諸形式を使った分析方法をとり入れてはいるが，ただし局面の

「始発点」「持続」「終結点」という三つの要素の有無しか分析対象としてお

らず，その他の要素については触れていない。従って，これらの論文は，動

詞の局面の分析がいまだ不十分である。

　中国語の動詞が持つ局面のアスペクチュアルな意味や，動詞の中の局面と

局面とのつながりを明確にするためには，それぞれの動詞とアスペクト諸形

式との関わりを分析するのが有効な方法である。すなわち，動詞とアスペク

ト諸形式とが共起するか否か，また共起した後のアスペクチュアルな意味は

どのようなものか，を分析することである。

　また，耳庚株1981，荒川1985，荒川1986がすでに指摘しているように，

それぞれの動詞が持つ局面は一つだけとは限らない。隊平1988のように動

詞を局面ごとに分類すると，一つの動詞がいくつかに分割され，多義的に見

えてしまう。そこで，本稿では動詞を一つの単位として，それぞれの動詞の

局面や局面間のつながりを分析した上で，動詞の種類を考察していきたい。

　ただし，一つの動詞で複数の語彙的意味すなわち辞書的意味（lexi（；al　mean－

ing）を持つものがある。例えば，“走”という動詞には，「歩く」と「離れ

る」という二つの主な意味がある。この2種類の“走”のアスペクチュアル
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な意味による分類は当然別々に考えなければならない1）。また，動詞のアス

ペクチュアルな意味は，動詞レベルで決められないものもあり，動詞句レベ

ルや文レベルで考察しなければならないものもある2）。本論の分析では，基

本的に動詞レベルにとどめておく。

　方法としては，意味論において，Vendler　1967によるactivity，　accomplish－

ment，　achievement，　stateという局面の分類や，　Comrie　1976によるpunctua1／

durative，　telic／atelic，　state／dynamic　situationという対立項の局面の分類を

踏まえる。そして，動詞とアスペクト助詞“著”“了”などのアスペクトの

形態論的表現（morphological　eXpression　of　aspect）とが共起した際の意味や，動

詞と副詞“在”，時間補語などのアスペクトの統語論的な表現（syntactic

expression　of　aspect）とが共起した際の意味を，分析，整理した上で，中国語

動詞を分類する。

1．持続的局面

　動きのあり方を局面（situation）という。動詞の表す現象が時間的幅をもっ

て捉えられているかどうかにまず注目すると，局面には大別して，時間的幅

を持つものすなわち持続的（durative）な局面と，時間的幅を持たないものす

なわち非持続的な局面（点的（punctual）な局面）とがある。

　中国語のそれぞれの動詞が持続を持つかどうかは，アスペクト助詞“著”

を用いて調べることができる。すでに巧庚株1981は，“著”を用いて中国語

の動詞を持続動詞と非持続動詞とに分けている。ただし，弓論文では“著”

を用いる根拠を示していない。

　実は，“著”は中国語において不完結相（hnperfective）を表現する形式の一

つなのである。そして，不完結相は局面の内部の時間的幅（intemal　interval）

をとりあげる文法形式である。従って，不完結相は時間的幅を欠いている局
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面と共起できないはずである3）。

　ただし，実際に使用されている言語の中で，不完結相が点的局面と共起す

る言語もある。例えば，英語，フランス語，ロシア語，ナバホ語などは，

不完結相が点的局面と共起した場合，その局面が成立する直前の予備段階

（preliminary　stage）を表すという（Smith　1997，75）。例えば，　Smith　1997では

“ She　was　Winning　the　race．”という例をあげている。また，　Comrie　1976も，

英語の“die”の進行相について言及し，“John　is　dying．”のような，局面が

成立する直前の予備段階を“immediately　preceding　process”と呼んでいる

（Comrie・1976，　47－48）。また，日本語の場合は，不完結相（継続相シテイル）が点

的局面と共起して，（例えば，「死んでいる」のように）局面が成立した後の状態

やありさまを表すことができる。

　ただし，これらの言語において，たとえ不完結相が点的局面と共起したと

しても，不完結相によって局面の内部をとりあげることはあくまでもできな

い。これは，不完結相が持続的な局面と共起した場合と較べてみれば，その

違いは明らかである。例えば，“He　is　crying．”や「彼は泣いている。」のよ

うな持続的な局面の場合，不完結相によってとりあげているのは，局面の内

部である。

　中国語の場合，以上の言語とは異なり，点的局面は不完結相を用いること

ができない4）。例えば，“死”は点的局面をさしだす動詞である。“死”は

“著”と共起することができず，“＊死著”ということはできない。このよう

に，時間的幅を持たない局面は“著”と共起できず，“著”と共起できる局

面は必ず時間的幅を持っていなければならない。すなわち，持続的局面でな

ければならない。だから，中国語では“著”と共起させることによって，局

面の持続の有無を調べることができるのである。

　また，持続的局面といっても，その内実は多様なものがある。運動的

（dynamic）なものも，静的（static）なものも，また，結果的（resultative）なも

のもあり，そのいずれもが“著”と共起する。
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　例えば，例文（1）の“走”（歩く）は，運動的な持続的局面を持つ動詞であ

る。このような局面を過程の局面（［過程］。［］内は略称。以下同じ．）と呼ぶ。

　（1）劉茎纏績往前走著。《赤94》（劉9は前に向かって歩き続けた。5））

　また，例文（2）の“姑”，（3）の“愛”は静的な持続的局面を持つ動詞である。

このような局面を静態持続の局面（［静態持続］）と名付ける。

　（2）就在那個四十五度的地方，小陶姑著。《游35》

　　　　（その四十五度の角度のところに，ちょうど小陶が立っていた。《デ37》）

　（3）“姫，我告垢休，地也一直愛着休。”《空46》

　　　　（「彼女はね，教えてやるよ，彼女もずっとあんたのことを愛していたんだ。」）

　さらに，例文（4）の“穿”は，“著”と共起して結果的な持続的局面を表す。

このような局面を結果持続の局面（［結果持続］）と呼ぶ。

　（4）他脱下大衣，料了両下，交給余教授，他裏面御穿著一件中國綜棉短

　　　襖。《冬244－245》

　　　　（彼はコートを脱いで，一しきり振ってから余教授に手渡した。下には中国風

　　　　の短い綿入れを着こんでいる。《ふ30－31》）

　このように，“著”はさまざまな持続的局面と共起する。ここで指摘して

おきたいのは，“著”が持続的局面と共起した場合には，局面の始発点にも

終結点にも触れず，持続だけを捉えるということである。つまり，例文（1）～

（4）からもわかるとおり，それぞれの局面がいつ始まったのかいつ終わるのか

は全く表現せず，局面が持続していることしか表さないのである。

　また，“著”と共起する局面が持続的局面であることについては，時間補

語を用いて検証することができる。持続（内部の時間的幅）を持っている局面

であれば，時間補語と共起して，その内部時間をとりあげることができる。

一方，点的局面は，内部の時間的幅を欠いているため，時間補語と共起して

も内部時間をとりあげることができない。

　例えば，前掲の例文（1）～（4）の“著”と共起する動詞“走”“姑”“愛”

“穿”が，それぞれ時間補語と共起した場合，“走了一天”“姑了一個鐘頭”
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“愛了三年”“穿了一上午”になる。いずれも，局面が続く期間すなわち内部

時間を表すことができる。それに対し，“著”と共起しない動詞が時間補語

と共起した場合，内部時間を表すことができず，局面が成立した後の経過時

間しか表すことができない。例えば，例文（5）の“根多年”は死んだ後の経過

時間を表す。すなわち，“死了彼多年”は「何年間もずっと死んでいる」と

いう意味ではなく，「死んだ後何年間も経った」という意味である。

　（5）他家老失死了彼多年，部里一宜要牧回遠套房子，他家該子就是不搬。

　　　《出271》

　　　　（その家の親爺は死んで何年も経っていて，部はずっとこの家を回収しようと

　　　　していたが，その家の子供はどうしても出ていこうとしなかった。）

　このように，局面に持続があるかどうかということにっいて，“著”と共起

するか否かの結果と，時間補語と共起した場合の結果とは，一致している。

　以下の章では，それぞれの局面について考察していきたい。

2．過程の局面

　［過程］は持続的（durative）かつ運動的（dynamic）な局面である。［過程］

は，始発点（initial　point）と終結点（final　point）とその間の持続すなわち内部

の時間的幅（lntemal　interval）によって構成される。“著”は［過程］と共起

して持続をとりあげ，進行中を表す。

　また，［過程］は副詞“在”とも共起する。“在”は持続的かつ運動的な局

面と共起して，不完結相の一つである進行相（progressive）を表現するアス

ペクト形式である。［過程］は“在”と共起して，（始発点も終結点も含まない）

持続だけをとりあげ，進行中を表す。それは，“著”と共起した場合と同様

である。例えば，次の例文（6）の“在実”は，“芙”という局面の始発点や終

結点には全く無関心で，内部の持続しか示さない。すなわち，“実”という
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局面がいつ始まったのかいつ終わるのかは全く表現せず，その局面が持続し

ていることしか表さないのである。

　⑥　回來妹妹在芙，原來多桑自作聰明，把「白日」用蝿筆塗成紅色，……

　　　《多53》

　　　　（帰ってきたら妹が泣いていた。父さんがよけいなことをして「白日」をクレ

　　　　ヨンで赤く塗ってしまったのだった。……）

　局面の始発点や終結点と関わるのは，アスペクト助詞“了”である。

“

了”は中国語において，完結相（perfective）を表す文法形式の一っであ

る6）。完結相“了”は，局面全体（始発点，持続，終結点）をひとまとまりにし

てとりあげ，局面の終わりを表す。

　［過程］が“了”と共起する場合には，限界点（temmal　point）を持つかど

うかによって，“了”との共起の仕方が異なる。そこで，［過程］を限界点が

あるものとないものとに分け，それぞれ2．1と2．2で論じる。また，2．3で

［結果持続］について論じる。

2．1．有限過程の局面

　この局面は，限界点（telminal　point）が［過程］の終結をなす局面である。

アスペクチュアルな特徴は，持続的（durative），運動的（dynamic），有限的

（telic）ということである。これを有限過程の局面（［有限過程］）と名付ける。

　［有限過程］が“了”と共起した場合，次のような特徴がある。例えば，

“ 過（馬路）”（（道を）渡る）という局面で説明してみよう。“他在過馬路。／他

過著馬路。”（彼は道を渡っているところだ。）という，局面の途中の時点におい

ては，まだ“他過了馬路。”（彼は道を渡った．）ということはできない7）。“他

過了馬路。”ということが成立するのは，彼が道を渡りきった時点である。

すなわち，“了”によって限界点より以前の時点をとりあげることができず，

限界点を含みこんだ［過程］の全体をひとまとまりにしてとりあげることし
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かできない。つまり，このような局面は，限界点にいたるまでの任意の時点

において終結点を設定することができず，限界点にならないと局面が終わり

にならないのである。“了”で表すことができるのは，局面全体の終わりで

ある。この点で2．2の［無限過程］とは異なり，“了”で局面が始まったこ

とを表すことができない。また，“過了馬路”の時点で局面は自然に終わり，

さらに道を渡り続けることができない。すなわち，［有限過程］は無限に延

長することができず，限界点になると局面を終わらなければならない。例え

ば，次の例文（7）の“安排了”は手はずをととのえ終わった，という意味であ

る。この場合はお見合いの手はずなのだが，お見合いの双方に連絡をしたり

レストランを予約したりするなどの，手配をしている最中をとりあげる場合

には，“安排著”や“在安排”という。

　（7）長馨寛自作主張，安排了一切，由那同學的母親出面請客。《金174》

　　　　（長馨はついに自分の一存で手はずをととのえ，その友人の母親が表にたって

　　　　招待する形にした。《き81》）

　この［有限過程］が時間補語と共起した場合には二義が生じる。例えば，

“過馬路過了十分鐘”の“十分鐘”は二義的である。一つは，前述したよう

にこの局面は持続的局面なので，内部時間を表すこととなり，「十分間か

かって道を渡った」という意味になる。

　もう一つは，“十分鐘”で局面全体が終わった後の経過時間を表して，「道

を渡り終わった後十分間経った」という意味になる。これは，このような局

面は，あらかじめ限界点が設定され，限界点になると自然に終わるという性

質を持っているからである。

2．2．無限過程の局面

　［過程］の中に限界点を含みこまない局面を，無限過程の局面（［無限過程］）

と名付ける。この局面のアスペクチュアルな特徴は，持続的（durative），運
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動的（dynamic），無限的（atelic）ということである。この局面はあらかじめ

設定された限界点がないので，［過程］の中の任意の時点で終わることがで

きる。従って，任意の時点において，完結相“了”と共起することによっ

て，その時点までの［過程］全体をひとまとまりにして，局面の終わりを表

すことができる。例えば，例文（8）である。

　（8）牧生婆來到，告訴地還不到時候，並且説了些要臨盆時的徴象。《酪　240》

　　　　（やってきたお産婆さんは，まだまだと言い，生まれるときはこうこうだから

　　　　と説明して帰っていった。《ロ310》）

　またこの局面は，“了”によって始まりを表すこともできる。例えば，例

文（9）である。

　（9）『咽？　　』老師把聲音揚得彼高。『休的明天到底是什塵時候？』全班

　　　的小核子都笑了。《fi　147》

　　　　（「あ一？」先生は声を荒くした。「あなたのあしたはいったいいつのこと」

　　　　クラス中の子供たちが笑った。《り97》）

　ここの“笑了”は「笑い終わった」ではなく，「笑い始めた」という意味

である。従って，例文（9）の後に，“十分鐘後，小弦子椚還在笑／笑著。”とい

う文を続けることもできる。これは，“他在笑。／他笑著。”（彼は笑っている．）

の時点において“他笑了。”（彼は笑った。）ということができるような局面で

ある8）。この点で2．1の［有限過程］とは対照的である。すなわち，［無限

過程］は，あらかじめ設定された限界点を持っていないので，終結点を任意

の時点に設定することができる。だから，局面が終わったことも，局面が始

まったことも，完結相“了”で表すことができるのである。

　［過程］である限り，［有限過程］でも，［無限過程］でも，不完結相の文

法形式“著”“在”と共起する仕方は同様である。いずれも，（局面の始発点も

終結点も含まない）局面の内部の持続をとりあげ，進行中を表す。例えば，例

文⑩の“養”は［無限過程］をさしだす動詞であり，“養着”は進行中を表

す。
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　（10）許多人家都養着鶏預備吃年飯，不像銚家北邊規矩，年菜没有這一項。

　　　《怨130》

　　　　（多くの家では鶏を飼って年越しの食事に備えている。挑家では北方の習慣で

　　　　年越しの食事の中にこの料理はなかった。）

　また，次の例文（11）の“養了”は例文（1①の“養着”と同じ状況を表し，両

者とも「［過程］の中にある」ことを表している。従って，例文（ll）の“養

了”は“養著”に言い換えることもできる。

　（11）母親早就替弛養了十二隻鶏，等梅子月内時正補得著。《看204》

　ある日本語訳ではこの文を「母親は彼女のためにすでに鶏を十二羽飼って

いる。梅子がお産をするころには，ちょうど食べごろになるはずだ。」《う187》

と訳している。すなわち，“養了”が「飼っている」と訳されている。ただ

し，このように“了”によって「局面の中にある」ことを表現しうるのは，

“ 了”で始まりを表すことができるような持続的局面でなければならない。

“ 了”で表すのは「持続的局面が始まった」ということなので，「その局面は

まだ終わらずに続いている」という意味を含んでいる。だから，「局面の中

にある」ことを表すことができるのである。

　もし，“了”でとりあげるのが局面の全体であれば，その局面がもう終

わっていることを表すことになり，「局面の中にある」ことを表すことがで

きなくなる。従って，“了”で局面全体しかとりあげることができない2．1

の［有限過程］のような局面は，“了”によって「［過程］の中にある」こと

を表すことができない。また，局面が持続的でなければ，局面の時間的幅は

存在しないので，「局面の中にある」ことを表現しようがない。従って，点

的局面もこのようなとりあげ方ができない。

　このような“養了”と“養著／在養”との違いは，次の点にある。すなわ

ち，アスペクチュアルな意味において，“養了”が始発点をとりあげるのに

対し，“養著／在養”は始発点に触れず，持続しかとりあげない点である。

従って，始発点をとりあげることができない文脈においては，「［過程］の中
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にある」ということを“了”によって表すことができない。例えば，前掲の

例文（1）の“走”も例文（6）の“芙”も［無限過程］をさしだす動詞であるが，

“走著”や“在実”を“走了”“笑了”に言い換えることはできない。もし言

い換えたら，本来の文とアスペクチュアルな意味が異なってくる。すなわ

ち，例文（1）の“纏績往前垂萱”を“纏績往前走了”にすると，「（止まった後

にもう一度）続けて前に向かって歩き始めた」という意味になる。例文（6）の

“ 回來妹妹垂墾”を“回來妹妹墨エ”にすると，「帰ってきたら妹が泣きだし

た」という継起的な意味になる。

　また，［無限過程］は持続的局面なので，時間補語と共起した場合，局面

の内部時間を表す。例えば，例文⑫の“柳了両個鐘頭”は「二時間話し

合った」という意味である。

　⑫　余廣立來得晩一些，但前両天羅雲星已経同他在『明星』柳了爾個鐘

　　　頭。《游83》

　　　　（余広立は少し遅れてやってきたが，二日前すでに，羅雲星は彼と「明星」で

　　　　二時間も話し合っていた。《デ99》）

　さらに，［無限過程］には限界点というあらかじめ設定された終結点がな

いので，2．1の「有限過程」とは異なり，時間補語と共起して局面が終わっ

た後の経過時間を表すことができない。

2．3．有限結果の局面

　前掲の例文（4）のような［結果持続］は，結果的な持続的局面である。

“著”と共起するが，“在”と共起しないので，実は静的（static）な局面の一

種である。ただ，この静的な局面は何かによってもたらされた結果である。

そしてこの［結果持続］をもたらすのは，それに先行する［過程］である。

すなわち，運動的な［過程］によって，静的な［結果持続］をもたらすので

ある。そこで，このような局面全体を［過程］の中の下位分類とする。
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　この先行する［過程］は，“了”と共起した場合［過程］が始まったこと

を表すことができず，［過程］全体をひとまとまりにしてとりあげ，［過程］

の終わりを表す。例えば，例文⑬の“潟了”と例文（10の“開了燈”“開了

門”がそうである。

　⑬　他抽出稿紙，鋪平，順手爲了一路盤旋在心頭的両個字：『出護』。《游

　　　32》

　　　　（原稿用紙を取り出し，広げて，すぐに頭を巡っている二文字をしたためた，

　　　　「出発」と。《デ34》）

　⑭老程開了燈，披着件破皮襖，開了門：「焦度唯？詳子，三更半夜的！」

　　　《酪　142》

　　　　（程さんが燈をつけ，ぼろの皮の上着をはおって戸をあけた。「どうしたい，祥

　　　　子，こんな真夜中に」《ロ185》）

　従って，このような［過程］は限界点を持つものであり，2．1の［有限過

程］にあたる。そして，この［有限過程］が［結果持続］をもたらす。つま

り，［有限過程］が終わった時点に変化し，結果が生じて，その結果が静的

に持続している。この結果的な局面（resultative）が［結果持続］である。ま

た，［有限過程］が終わった時点（限界点）は［結果持続］の始発点でもあ

る。

　ここでは，［有限過程］と［結果持続］という因果関係を持つ二つの局面

を合わせ，全体を一つの大きな局面とみなし，有限結果の局面（［有限結果］）

と名付ける。［有限結果］のアスペクチュアルな特徴は，性質が異なる二つ

の局面によって構成されていることである。前半の［有限過程］は持続的

（durative）かつ運動的（dynamic）かつ有限的（telic）であり，後半の［結果持

続］は持続的（durative）かつ静的（static）である。このことを図示すると，

図1のようになる。

　波線は運動的な局面を表し，直線は静的な局面を表す。また，●は限界点

であり，［有限過程］に含まれている。終結点を括弧で括った理由は，終結

174
一 12一



中国語動詞のアスペクチュアルな意味の分析（杉山／劉）

〔図1：有限結果の局面〕

鞠／［有限過程］ぺ膨／［結果持続＼牢

　○へ∧∧∧∧ノ∨∨VVV∨、●　　　　　　　　　　　　　　　（○）

＼［有限結果］一
点は運動的なので，静的な［結果持続］に含まれていないからである。その

理由は，第3章の［静態持続］の終結点と同様であり，詳しくは第3章で述

べることとしたい。

　［有限結果］は，［有限過程］という運動的な局面と，［結果持続］という

静的な局面とによって構成された局面である。だから，“著”と共起するこ

とによって，前掲の例文（4）のように［結果持続］の持続をとりあげることが

できるほかに，［有限過程］の持続をとりあげることもできる。例えば，

“ 地穿著和服。”（彼女は着物を着ている。）という文は二義的である。それが，

どちらの意味になるかはコンテクスト（context）によって決められる。

　また例えば，次の例文⑮⑯の“著／着”は［有限過程］の持続をとりあ

げ，進行中を表す。

　⑮　眼看著孫全貴鱒在地下，用硫縄把鉦身梱起來，左一道右一道梱著。

　　　《赤76》

　　　　（手を撲いて見ているうちに，孫全貴は地面にうずくまり，縄で甕をしばり始

　　　　めた。左へ右へと縛っていく。）

　⑯　玲玲就用粉蝿筆書着，把毎個字母都書成最漂亮的花禮字，又倒過練習

　　　簿來給文雄看。《前220－221》

　　　　（玲玲はクレヨンで画いている。一字一字のアルファベットをとても美しい花

　　　　文字にした。そしてもう一度練習帳をひっくりかえして文雄に見せた。）

　それに対し，例文⑰⑱の“著／着”は［結果持続］の持続をとりあげ，

状態の持続を表す。
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（17）一輔極破的車，……車棚子的支棍兄用硫縄見梱著。《酪122》

　　　（ひどい車だった。……幌の支柱は縄でしばりつけてあるという代物である。

　　　《ロ160》）

　（18）「龍伯伯給伯く買一個花花的皮球，上面董董噴氣機的……」《前214》

　　　　（「龍おじさんが君にきれいなボールを買ってあげるよ。ジェット機が画いてあ

　　　　るのをね……」）

　このように［有限結果］が“著”と共起した場合は，その中の［有限過

程］の持続をとりあげることもできるし，［結果持続］の持続をとりあげる

こともできる。

　ところが，糞千炎1995では，「兼属状恣劫洞的劫作劫洞不能帯“着”，因

方能帯“着”就不是劫作劫司而是状恋劫洞了」（p．22）と述べている。すなわ

ち，本稿の用語を用いて説明すると，［有限結果］をさしだす動詞は，［有限

過程］を捉える場合には“著”と共起せず，“著”と共起できるのは［結果

持続］だけである，ということになる。しかし，例文⑮⑯からも明らかな

ように，［有限過程］も“著”と共起することができるのである。

　［有限結果］が“在”と共起する仕方（例えば“在穿”）は，“著”と共起す

る仕方とは異なる。この節の最初にも触れたように，［結果持続］は静的な

局面なので，“在”と共起しない。しかし［有限過程］は運動的な局面なの

で，“在”と共起する。つまり，［有限過程］は“在”とも“著”とも共起し

て進行中の意味になるのに対し，［結果持続］は“著”とだけ共起して，状

態の持続の意味になる。

　また，［有限結果］が時間補語と共起した場合も二義が生じる。例えば，

“ 地穿和服穿了三個小時。”（彼女は3時間着物を着た．）という文がある。この文

には，限界点までの［有限過程］の時間（彼女は3時間かかって着物を着た。）と，

［結果持続］の時間（彼女は3時間着物を身にまとっていた．）という二通りの意味

がありうる。［有限過程］も［結果持続］も持続的局面なので，どちらも時

間補語によってそれぞれの内部時間をとりあげることができる。
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　なお，同様な現象は日本語でも見られる（森山1988，144－145）。森山1988の

用語を借りると，前者の「3時間かかって着物を着た」の「3時間」は結果

をもたらすために働く期間であり，「稼働期間」と呼ぶことができる。それ

に対し，後者の「3時間着物を身にまとっていた」の「3時間」は結果の持

続期間であり，「単純期間」と呼ぶことができる。

　“了”で［有限過程］が終わったこと（すなわち［結果持続］が始まったこと）

を表すことは前述したが，次の例文（19）のように，“了”で「［結果持続］の

中にある」ということを表すこともできる。

　⑲　我｛門去把李形接到了Central　Park，地穿了一襲雲紅紗的晩禮服，相當

　　　瀟言麗，　・・・…　。　《諦262》

　　　　（私たちは李形を出迎えてセントラルパークまで連れていった。彼女は茜色の

　　　　薄絹のイブニングドレスを着ていて，とてもかっこよかった。……）

　“了”で「〔結果持続］の中にある」ことを表せるのは，［結果持続］が持

続的な局面であり，しかも，“了”で［結果持続］が始まったことを表せる

からである。その理由は2．2の例文（11）の“養了”の問題と同様であり，こ

の例文（19）の場合も，“了”を“著”に言い換えることができる。

　しかしその逆に，［結果持続］の持続をとりあげる“著”が，全て“了”に

言い換えられるとは限らない。［結果持続］の始発点をとりあげることがで

きないコンテクストにおいては，“了”を用いることができないのである。

例えば，次の例文⑳の“開著門”は，“開了門”に言い換えることができな

い。

　｛20　劉茎畳得彼奇怪，這時倒還開著門。《赤14》

　　　　（劉茎は変だと思った。こんな時間にまだ開いている。）

　以上に述べてきた，［有限結果］とアスペクトの諸文法形式との共起関係

を，“穿”を例として示すと，図2（次頁）のようになる。
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〔図2〕

／在穿／穿著べ穿、了／穿著＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○）Orwvvwwwv
＼穿。三小時／＼穿．三小時／

3．静態持続の局面

　［静態持続］のアスペクチュアルな特徴は，静的（static）かつ持続的（dura－

tive）ということである。［静態持続］は静的なので“在”と共起しない。し

かし，持続的なので“著”とは共起する。その場合，持続をとりあげ，状態

の持続を表す。例えば，前掲の例文（2）の“姑著”，例文（3）の“愛着”も，次

の例文②）～⑳もそうである。

　②）我椚況黙著，或許是想到方才的書面而費得内疾、罪悪。《多70》

　　　　（私たちは無言だった。さっきの場面が頭に浮かんで，やましさ，罪悪感を感

　　　　じていたのかもしれない。）

　⑫　和自己的男人挨着肩膀，畳得彼平安。《留14》

　　　　（自分の男と肩を並べていると，心が安まる。《る115》）

　㈱　可是，當時的情況，相當混齪，……同志椚之間，也禰漫着一種悲憤

　　　沮喪的情緒。《杜189－190》

　　　　（しかし，当時の状況は相当混乱していた。……同志の間にも，ある悲憤と落

　　　　胆の気持ちが広がっていた。）

　⑳　無論如何，我想，熱闇総是好的，尤其是還着心願的篤信着天主無限慈

　　　恩的二妹。《長76》

　　　　（どっちにしろ，にぎやかなことはいいことだ，と私は思った。特に，キリス
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　　　　トの限りない恩恵を篤く信じて，願いをかなえようとした二姐にとっては。）

　［静態持続］も［過程］もともに持続を持っている。しかし，両者の持続

の仕方は異なる。前者は静的な持続であり，後者は運動的な持続である。静

的持続は，局面が持続するために運動を起こさなくても，持続するのであ

る。すなわち，持続が自動的であり，何かによって変化させない限り，ずっ

と自動的に続くのである。それに対し，運動的持続は，局面が持続するため

には運動を絶えず起こし続けなければならない。そうしなければ，局面が止

まってしまう。このような局面は自動的に持続しない。例えば，例文（1）の

“走著”がそうである。

　しかし，静的な局面でも運動的な局面でも，局面を始めたり終わらせたり

するには，運動を起こさなければならない。すなわち，局面の始発点や終結

点は，静的ではありえず，常に運動的である。［過程］の場合は局面自体が

運動的な局面なので，始発点も終結点も局面の中に含まれている。それに対

し，［静態持続］は静的な局面なので，運動的な始発点と終結点とはその局

面の中に含まれない。

　しかし，［静態持続］は始めることや終わることができないというわけで

はない。ただ，局面を始めたり終わらせたりするには，何らかの変化を起こ

し，別の運動的な局面を作らなければならないのである。

　運動的な局面を作る一つの形式として“了”があげられる。“了”が［静

態持続］と共起した場合，変化を起こし，運動的な始発点をとりあげること

になる。例えば，次の例文㈲～⑳がそうである。

　四　祥子病了。大雑院裏的病人並不止於他一個。《酪　231》

　　　　（祥子は病気になった。そして，長屋の病人は彼ひとりではなかった。《ロ

　　　　298》）

　⑳　越想他越高興，他眞想高聲的唱幾句什塵，教世人都聴到這凱歌　　詳

　　　子又活了，詳子勝利了！《酪　272》

　　　　（考えれば考えるほど彼は嬉しくなり，声をかぎりに歌って，世間の人々にこ

　　　　　　　　　　　　　　　一17－　　　　　　　　　　　　　　　179



　　　の凱歌を聞かせてやりたかった。祥子は生きかえったのだ，祥子は勝ったのだ

　　　ぞ，と。《ロ347》）

⑳　r休上這見來住幾天，昧避毅避。練算我｛門伯了他椚。然後再去疏通，

　　也許還得花上傾銭。面子足，銭到手，休再回家也就没事了。」《ZZ　146》

　　　（「わしの所で数日隠れていて，そのあとおもむろに連絡をつけ，あるいは多少

　　　金をまかなきゃならんかもしれんが，彼らだって顔が立ち，金が手に入れば，

　　　きみは家へ帰ってももう何も起こりはしないよ」《ル181》）

これらの［静態持続］は，“了”と共起して，局面全体の終わりを表してい

るわけではない。すなわち，「局面全体をひとまとまりにしてとりあげてそ

の局面の終わりを表す」という“了”本来が持っている完結相の意味は，こ

の局面において表すことができない。つまり，完結相“了”の［静態持続］

における働きは始動であり，始発点をとりあげ，局面を始めることなのであ

る。

　［静態持続］は持続的局面であり，しかも“了”で局面が始まったことを

表すことができる。だから，この局面においても，2．2の例文（11）の“養了”

や2．3の例文（19）の“穿了”と同様に，“了”によって「局面の中にある」こ

とを表せる場合がある。例えば，次の例文㈱の“坐了人”がそうである。

この例文の“坐了人”は“坐著人”に言い換えることができる。

　㈲　屋子裏面，三把藤圏椅上都坐了人，屋主人胡浩、常來的林盛隆和一位

　　　稀客　　余廣立。《游147》

　　　　（部屋のなかに三脚ある籐椅子には，すべて人が腰掛けていた。この家の主胡

　　　　浩と，よく来る林盛隆と，あとひとりは珍しい客一余広立だった。《デ183》）

　しかし，「［静態持続］の中にある」ことを常に“了”によって表せるとい

うわけではない。例えば，例文⑳の“我椚況黙著”を“我椚況黙了”に言

い換えると，「私たちは（話していたが，）無言になった」のように，“況黙”

という局面が始まったことを表すことになり，アスペクチュアルな意味が変

わってしまう。
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　［静態持続］の終わりを表す方法としては，時間補語と共起することによ

り，この局面をひとまとまりにしてとりあげることができる。例えば例文⑳

は，時間補語によって局面の終結の時点が示され，局面の続いた期間すなわ

ち内部時間を表している。

　⑳　我在毫大讐院住了五個月，他椚又給我開刀，又給我電療，東稿西稿，

　　　愈摘愈糟，索性灘樟了。《冬255》

　　　　（台大病院に五か月入院した。手術もしたし，電気療法もやった。あれこれやっ

　　　　たが，やればやるほど悪くなるんで，いっそしびれたままにしてしまったんだ。

　　　　《ふ42》）

以上に述べてきた［静態持続］を図示すると，以下のようになる。

〔図3：静態持続の局面〕

始発点
　↓

（○）

終結点
　↓

（○）

始発点と終結点を括弧で括ったのは，この両点は運動的なので，本来静的な

［静態持続］に含まれていないからである。2．3［有限結果］の後半の［結

果持続］の図1の終結点を括弧で括ったのも同様の理由である。［結果持続］

も静的な局面なので，運動的な始発点と終結点は［結果持続］に含まれてい

ない。始発点は，前半の運動的な局面である［有限過程］に含まれている

が，本来［結果持続］には含まれていない。そこで，［結果持続］の終結点

を括弧で括って，［結果持続］に含まれていないことを示した。

　［結果持続］と［静態持続］とのアスペクチュアルな特徴の違いは，次の

点にある。すなわち，［結果持続］は，それに先行する［有限過程］がもた

らした結果的局面であるのに対し，［静態持続］は，［過程］によってもたら

された結果的局面ではないことである。

　［静態持続］をさしだす動詞の中には，“砧”“沈黙”“彌漫”などの動詞と

“愛”“喜歓”“伯”のような感情や心理的な動きを表す動詞とがある。いず
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れの局面も，アスペクト的には［静態持続］である。ただし，異なる点もあ

る。例えば，持続的局面をとりあげる際に“姑”などが必ず“著”と共起す

るのに対し，“愛”などは“著”と共起することもあれば，零形式も多く用

いられる。

　そもそも，アスペクトとは，局面の内的な時間構成を捉える仕方である。

例えば，完結相を用いると，局面をひとまとまりにして捉えることになる。

不完結相を用いると，局面の始発点にも終結点にも触れずに，その間の持続

を捉えることになる。これらのアスペクト形式を用いることによって，局面

の内的な時間構成の捉え方がはっきりと表面に出てくる。

　従って，“著”という不完結相のアスペクト形式を用いた場合，局面の内

的な時間構成の捉え方として，局面の中の持続を捉えているということが明

確になる。“姑”などの動詞は，持続をとりあげるためには，“著”を用いる

ことによってその持続を明確に捉えなければならない。

　一方，感情や心理的な動きを表す動詞も，前掲の例文（3）や次の例文（30）の

ように，“著”を用いて持続を明確に捉えることがある。

　（30）在這一刹那，地是眞心愛著核子的。《連46》

　　　　（この瞬間には，彼女は心から子供を愛していた。）

　ただし，このような動詞がアスペクト形式を用いない時（零形式の場合）

は，局面の内的な時間構成の捉え方があいまいになる。例えば，次の例文（31）

（32）である。

　（31）上海人自然是喜歓上海人，所以同郷的小姐｛門在那邊聴説是彼受歓迎。

　　　《傾201》

　　　　（上海人はやっぱり上海の人がいいから，同郷のお嬢さんはとてももてはやさ

　　　　れるそうですわ。《け182－183》）

　（32　我迩是対張欣悦了：“我愛地。”《空46》

　　　　（私はやはり張欣にいった。「私は彼女を愛していた。」）

　しかし，これらの場合も，やはり局面が持続的であることを表す。ただ，
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“

著”を用いた場合の方が，局面の内的な時間構成の捉え方がより明白にな

るのである。

4．点的局面

　この局面は時間的幅（持続）を持たない局面であり，これを点的局面と呼

ぶ。点的局面のアスペクチュアルな特徴は，点的（punctual）でかつ運動的

（dynamic）ということである。

　中国語動詞の点的局面は不完結相にならない。すなわち，不完結相の文法

形式“著”“在”と共起しないのである。また，時間補語と共起した場合，

局面が成立した後の経過時間を表す。例えば，前掲の例文（5）の“死了彼多

年”は「死んでから何年も経った」という意味である。

　点的局面が成立する一時点をとりあげるのに，完結相のアスペクト助詞

“

了”を用いる。例えば，例文⑬の“断了氣”と例文（30の“出了門”であ

る。

　⑬　虎姐在夜裏十二黒占，帯着個死核子，断了氣。《ZZ・244》

　　　　（虎姐はその真夜中，腹の子とともに息を引きとった。《ロ314》）

　（⑭　十五分鐘以後，羅雲星淋浴完畢，換了一套輕髭的衣服，開著他心愛的

　　　紅色Alfa　Romeo，出了門。《游111》

　　　　（羅雲星はシャワーを浴び，ラフな恰好に着換え，十五分後には愛車の赤いAlfa

　　　　Romeoで出かけた。《デ134》）

　日本語では，不完結相（継続相）シテイル形は点的局面と共起することが

できる。これは英語，ロシア語などにおいて，不完結相が点的局面と共起し

て，局面が成立する直前の予備段階を表すのと異なる。例えば，「このネズ

ミは死んでいる。」という日本語の文では，不完結相を用いて，点的局面が

成立した後の状態やありさまを表している。
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　中国語では，不完結相は点的局面と共起しないので，これに対応するよう

な中国語の表現は存在しない。「このネズミは死んでいる。」という文を中国

語に訳すと，“這隻老鼠死了。”となる。すなわち，完結相“了”を用いるこ

とにより，点的局面が成立した一時点をとりあげることによって表す。例え

ば，次の例文（3Sの“結了婚”は日本語の「結婚している」と対応している。

　㈲　敦鳳曾経有過一個時期封楊太太這些事彼感到興趣，現在姓本身的情形

　　　與前不同了，已是安然地結了婚，封於婚姻外的關係不由得換了一副嚴

　　　属的眼光。《留27》

　　　　（敦鳳は一時期，楊夫人のこの種のことにとても興味をもっていた。しかしい

　　　　まは自分自身の状況もかわり，ちゃんと結婚もしているので，不倫の関係に対

　　　　しては知らぬ間に厳しい視線に変わっている。《る143》）

　この点についての中国語と日本語の考え方の違いは，次のように考えられ

る。中国語において，点的局面はあくまでも運動的（dynamic）であり，静的

な状態（state）がない。それに対し日本語は，点的局面でも静的な状態が存

在する，という考え方なのである。

　点的局面は時間的幅を持たない局面であるが，複数の点的局面が連続して

起こると，一つの局面として捉えられるようになり，時間的幅ができて，点

的局面ではなくなる。

　例えば，“前進”“後退”“移動”などの移動を表す動詞や，“愛”“愛化”

“ 消失”“形成”“恢復”などの変化の意味を持つ動詞は，一回の場合は一回

相（semelfactive）であり，本来は点的局面である。しかし，複数回の全体と

して捉えることもできる。これを反復相（iterative）という9）。この場合，過

程化され，［過程］とみなすことができ，いずれも“在”“著”と共起して進

行中を表すことになる。

　“改”の辞書的意味（lexical　meaning）は一つだけではない。「変える，直す」

というような意味と，「変わる，直る」というような意味がある。前者を捉

える場合は，［過程］になる。後者を捉える場合は，さらに一回相と反復相
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とに分けて別々に考えなければならない。一回相の場合は点的局面であり，

反復相は［過程］になる。このような動詞は他にもあり，例えば，“改愛”

“増加”“減少”などがそうである。

　また，点的局面であるかどうかについて，研究者によって意見が分かれる

一群の動詞がある。それは，“認識”“知道”“憧”“曉得”“明白”のような

認識の意味を持つ動詞である。例えば，ヤーホントフ1957は「非動作動詞」

として扱い（日本語版p．127），隊平1988や糞千炎1995はstateとして扱い，み

なこれらの動詞を静的な動詞とみなしている。それに対し，弓庚株1981は
“

非持接性劫洞”として扱い，持続を持たない動詞とみなしている。郭鋭

1993は“前限結手勾”として扱い，運動的かつ持続的な動詞とみなしている。

また，Smith　1997では，“明白”を“Achievement”として扱い，運動的か

つ点的な動詞とみなすが（p．291），“知道（了）”を“Stative”として扱い，

静的かつ持続的な動詞とみなしている（p．292）。この類の動詞の分類につい

ては，以上のように議論が分かれている。

　この類の動詞は，アスペクト助詞“著”や副詞“在”と共起できない。ま

た，アスペクト助詞“了”と共起する場合もあるし，アスペクト形式を用い

ない場合もある。“了”と共起した場合は，例えば，例文⑯のように，点的

局面が成立した一時点をとりあげた，運動的な捉え方になる。これは，“結

婚”のような明らかに点的局面を有する動詞が，“了”と共起して“結了婚”

となった場合と，同じアスペクチュアルな意味を表している。

　⑯　就是那一個時期，他認識了那個長得一黒占也不哲學的胡浩。《游34》

　　　　（ちょうどこのようなときに，あの哲学的でない顔をした胡浩と知り合ったの

　　　　だった。《デ36》）

　それに対し，アスペクト形式を用いない場合は，例文（37）のように運動的

かつ点的な意味を表すこともあり，例文⑱のように静的かつ持続的な意味

を表すこともある。

　（30　認識莫老，是我這幾年來的大牧穫。《蝸40》
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　　　　（莫老と知り合ったことは，この数年来の私の大きな収穫であった。）

　⑱　就把那薩黒夷姥焼了友，流蘇也認識姓。《傾213》

　　　　（たといあのサフィニが焼かれて灰になってしまっても，流蘇が彼女を見まち

　　　　がうことはないだろう。《け210－211》）

すなわち，この類の動詞のアスペクチュアルな意味は実は二義的であり，だ

からこそ，このような動詞は研究者によって分類が異なるのである。しか

し，アスペクトの文法形式を重視する本論の立場としては，この類の動詞は

不完結相のアスペクト助詞“著”と共起できないという点で，点的局面をさ

しだす動詞とする。

　また，これらの動詞が時間補語と共起した場合と，第3章の［静態持続］

が時間補語と共起した場合とでは，アスペクチュアルな意味が異なる。例え

ば，“我認識了他三年。”と“我愛了他三年。”という二つの文を較べてみれ

ば，その違いは明らかである。前者のアスペクチュアルな意味は，「知り

合ってから3年経った」という，局面が成立した後の経過時間を表す。それ

に対し，後者のアスペクチュアルな意味は，「愛してから3年経った」とい

う意味ではなく，「3年間愛しつづけた」という意味であり，それは局面が

続いた期間を表す。このことからも，認識の意味を持つ動詞は［静態持続］

というよりも，点的局面をさしだす動詞に分類するのが適当であろう。

5．アスペクチュアルな意味による

　　動詞の分類

　次に，以上の分析に基づいて中国語の動詞を分類する。

　まず，点的局面をさしだす動詞を「点動詞」とし，持続的局面をさしだす

動詞を「持続動詞」とする。そして，「持続動詞」を二つに分け，［静態持

続］をさしだす動詞を「静態持続動詞」とし，［過程］をさしだす動詞を
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「過程動詞」とする。また「過程動詞」を二つに分け，［無限過程］をさしだ

す動詞を「無限動詞」とし，限界点を有する動詞を「有限動詞」とする。さ

らに，［結果持続］を持たない「有限動詞」を「有限無結果動詞」とし，［結

果持続］を持つ「有限動詞」と区別する。後者は，すなわち［有限結果］を

さしだす動詞であり，「有限結果動詞」とする。以上のことを図式化すると

図4のようになる。

　　　　　　〔図4：中国語動詞のアスペクチュアルな分類〕

〈一持続〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈＋結果〉

　また，それぞれの種類の動詞が，アスペクト助詞“著”“了”，副詞“在”，

時間補語と共起した場合のアスペクト的意味，及び各類の動詞の局面の図式

を表1（次頁）で示しておく。

　最後に，それぞれの類の動詞の例をあげる。

　a．点動詞

　死，残，断氣，入土，出生，結婚，離婚，到，離開，回來，失縦，量倒，

倒（店），取滑，退休，滑滅，焼焦，成，成功，痙癒，睡著，破案，抑到，

（雨）停，停止，停住，開除，記過，留級，落榜，上榜，畢業，就業，過時，

下班，免職，失望，吹（だめになる），去（紛失する），放棄，忘，忘記，開始，

結束，來，去，出來，走（離れる），中（奨），出門，進門，出國，回國，停

擢，脱手，著涼，成家，遭，罹難，出事，嚇（一跳），吃（一驚），落空，窒
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〔表1：各類中国語動詞とアスペクト諸形式との対応表〕

著 在 了 時間補語 局面の図式

点　動　詞 × × 成　立 経過時間 ○

静態持続
動　　　詞

状態の持続 × 始まり 内部時間 （○）　　　　　（○）

無限動詞 過程進行 過程進行 始まり／終わり 内部時間

有限無結果
動　　　詞

過程進行 過程進行 終わり
内部時間／

　　経過時間

有限結果
動　　　詞

過程進行／

　結果的状態
　の持続

過程進行

過程の終わり＝

　　結果持続の
　　始まり

礁鶴／　　結果持続　　内部時間

σvvw℃　　（o）

　「×」は共起しないという意味である。r／」で二義を併記した。また，局面の図式のう

ち，波線は運動的な局面を表し，直線は静的な局面を表す。丸印のうち●は限界点であり，

○は限界点ではない。また，本来その局面に含まれていない時点は，括弧に入れておいた。

息，絶種，絶跡，見，看見，遇見，我到，看到，聴到，聴憧，學會，得到，

開口（話をする），撞起（頭），出嫁，牧下，逃到，前進，後退，移動，愛，

愛化，滑失，形成，恢復，改，改愛，

曉得

増加，減少，認識，知道，憧，明白，

　b．静態持続動詞

　姑，坐，蛸，鱒，脆，住，待，活，盤鋸，望，濠，捧，荷，明（十十於），覆，

懸，醒，仰，愕，依，葬，歓，守，患，病，懐孕，存在，暴露（青筋），閉

（眼），腿，挨（そばに寄る），立，嘉立，イ占，イ占領，イ占檬，聚，駄，綴，餓，

沈黙，當（…を前に），1彌漫，映，照，向，沿，包含，含，溢，脹，爽雑，拝

雑，混（混ざる），揉合，抱（心に抱く），懐，固執，愛，喜歓，相信，篤信，

信任，信頼，尊敬，重硯，伯，催伯，愛護，討厭，恨，順從

c．無限動詞

走（歩く），胞，飛，跳，散歩，遥，游，爬，爬行，笑，微笑，嘲笑，突，
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藪料，襲科，蛙牙，拍打，學習，養，睡，睡畳，休息，抱（赤ん坊を抱く），

擁抱，忍耐，下（雨），追，用，殊，玩，想（考える），考慮，思考，奮忙，

要求，要（要求する），喘，纏績，騎，駕駿，播孔，工作，柳天，訪問，等，

争論，争執，争，歎氣，催，流，讃，捻，看，説，談，講，搭言山，胡祉，

聴，問，吃，喝，吸，抽（方冬），鳴，叫（叫ぶ），戚，嘆，唱，時（歌），跳

舞，轄，涼，揺，搬，膝，教，洗，吻，打，罵，砂，演，響，擦，攻撃，鼓

掌，按（鈴），敲，推，翻，澆，呼吸，運動，逃，流浪，旅行，饅，抱怨，

罷工，戦争，捧（ひいきにする），欺負，陪，焼，吹（風），放映，打擾，幹

擾，盤算，打折，静坐，絶食

　d．有限無結果動詞

　過（馬路），読服，矯正，遼，搬家，改良，卸牧，交換，校正，輩固，通

過（燧道），拓寛，分析，蹄納，殺（人），楡，買，責，折，摘，抜，折除，

降（旗），建立，姦（約），組織生（産む），孤（犯人），牧拾，安排，虞理，

算命，測字，分家，説明，選，作曲，編輯，接生

　e．有限結果動詞

　穿，戴，開（門），關（門），掛，包，裏，梱，綿，鎖，日京，貼，釘，擢，

放，種，殺（難），煮（飯），妙（菜），拓，勇（頭髪），遷（香水），蓋，借

（借りる），準備（行李），爲，書，塗，抹（口紅），化』女，漫（頭髪），離，

刻，控（洞），埋，記載，記録，印，封，倣（記號），姦（名），打（圏），題

（字），盛（飯），装（可樂），去（投げる，捨てる），排列，陳列，搭（螢帳），

鋪（躰），璽，繋，繍，縫，鑛，拍（鉦釦），刺青，劉（火），升（旗），降

（牛旗），存，蓋章
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6．おわりに

　本論は，中国語動詞がアスペクト諸形式と共起した際のアスペクト的な意

味によって，中国語動詞のアスペクチュアルな意味について分析し，動詞を

分類した。

　ただし，本論の主旨はアスペクト性を持つ中国語動詞を分析することで

あるため，アスペクト諸形式と共起しない動詞，例えば，コピュラ（copula）

動詞（“是”など），存在を表す動詞（“在”）などは分析対象としなかった。こ

れらの動詞については稿を改めて論じることとしたい。

　〔注〕

1）ただし，これは隊平1988の分類とは異なる。隊平1988は一つの語彙的意味の動

　詞でも局面ごとに2種類（以上）に分類することが多い。例えば，“穿”（服を着

　る）という動詞をstate，　activity，　accomplishmentの3種類に分類している。なお，

　中国語部分の表記は基本的に繁体字を用いるが，引用する論文や用例などの字体に

　ついては，原文どおりに表記する。

2）　例えば，“看”は本来無限動詞（後述）である。“看窟外風景”という動詞句は，

　限界点が設定されていないため，この場合の“看”は本来の無限動詞のアスペク

　チュアルな意味を表す。それに対し，“看一場電影”という動詞句は限界点が設定

　されているため，この場合の“看”は，有限無結果動詞（後述）のアスペクチュア

　ルな意味を表すようになる。

3）　“From　the　defin三tion　of　imperfectivity，　however，　it　follows　that　imperfective

　forms　cannot　be　used　to　refer　to　situations　lacking　internal　structure．”（Comrie

　1976，26）．

4）　“English，　French，　Russian　and　Navajo　have　imperfectives　of　Achievements，

　whereas　Chinese　dose　not．”（Smith　1997，75）．“Only　durative　situations　are　relevant，

　since　instantaneous　events　never　allow　the　imperfective　in　Mandarin．”（Smith　1997，

　274）．

5）拙訳。以下《》で出典を注記しないH本語訳は全て拙訳である。なお，例文の

　該当箇所に引いた下線は筆者によるものである。以F同じ。
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6）　中国語の完結相の文法形式には，その他にアスペクト助詞“過”がある。

7）Comrie　1976，45所引のKlein，　H．G．1974．　Tempus，　Aspekt，　Aktionsart．　TUbingen：

　Niemeyer．によるtelicとatelicを区別する方法を用いた。

8）　同上。

9）“semelfactive”“iterative”という用語とその定義はComrie　1976による。「一回

　相」「反復相」は山田1988の訳語である。
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